令和元年度第２回三重県公衆衛生審議会歯科保健推進部会 開催結果
１　日時　令和２年１月30日(木)13時30分～15時
２　場所　ＪＡ三重健保会館　１階第一会議室
３　出席委員　福森哲也会長他10名（２名欠席）
４　議題
（１）令和元年度歯科保健推進事業の進捗状況について
＜事務局からの報告内容＞
・医科歯科連携の推進として、糖尿病と歯周病に関するリーフレットを三重県医師会、三重県歯科医師会にご協力いただき作成・配布しました。
（三重県歯科医師会）
・令和２年度新規事業である「障がい児施設への歯科に関する実態把握調査」について、協力歯科医療機関があると回答した施設は69％、入所者が歯科医師による歯科健診を受ける機会があると回答した施設は53％でした。
（三重県歯科衛生士会）
・歯科衛生士の養成研修及び介護職員等への口腔ケア普及啓発研修を実施しました。学校での歯科保健指導の事業は大変好評です。
＜委員からの主な意見＞
なし
（２）令和２年度歯科保健推進事業（案）について
＜事務局からの報告内容＞
・令和２年度新規事業として、フッ化物洗口の取組について関係者の理解が進むよう、フッ化物洗口説明用映像資料を作成する予定です。
・「みえ歯と口腔の健康づくり条例」改正を予定しています。
・三重とこわか健康経営カンパニー(ホワイトみえ)の認定制度として、職場での健康づくり（歯科健診の受診勧奨など）の取組について説明しました。
＜委員からの主な意見＞
・フッ化物洗口を実施している学校においても、歯みがき及び歯みがき指導は重要である旨、指導いただきたい。
・公衆衛生活動においては、個と集団のどちらにもアプローチが必要である。
・一番の問題はむし歯を無くすことではなく、子どもたちの健康格差を無くすことである。
＜対応の方向性＞
・子ども達の歯と口腔の健康づくりの取組については、ブラッシング指導、フッ化物応用、間食の摂り方などをバランスよく取り組んでいきたいと考えています。

